




Improvement of Learning for the Creation of a Practical Science Class
in Elementary School.
How to Raise a Teacher's Ability to Conduct
"Observation of Familiar Environment" Class.











































































































































































































































































　 表 ２ に 示 す よ う に，「 ツ ツ ジ の 観 察・ 近 づ く































































































































表２.平成 22 年度と平成 23 年度の授業内容の比較 
内容 平成２２年度 平成２３年度 


































































































































































 平成 22年度の学生の記述 平成 23年度の学生の記述 
観察から気付いたこと
 
・よく見ると小さな虫もたくさんいる。 
・芝生の上にも他の植物がある。 
・小さな花にも色がある。わくわくする。 
・同じ種類の植物でも、葉っぱの形や色が違う。 
・よく見ると植物がたくさんあった。 
・紅葉する植物も緑の葉をつけている。 
・赤い小さな虫が何匹もいて気持ち悪かった。 
・コケしかないように見えても、小さな花がたくさん
あった。 
・自然にはたくさんの色があった。 
・生き物の巣があった。 
・ソテツの中を見ると気持ち悪かった。 
・テントウムシは背中は可愛いけど腹側は細かい。 
・同じ植物の葉でも、色の濃さが違う。 
・虫などがあまりいなかった。 
・名前がわからないが、身近にたくさんある。 
・地面の近くの低い植物は、自分の目から遠いので見
ていないことに気付いた。 
・コンクリートの間から生えている植物を見て、生命
力を感じた。 
・実物は写真で見るよりはるかにリアルで、少し気持
ち悪いものもあった。 
・特定の時期に紅葉したり花をつけたりする植物も、
目立たないけどちゃんと存在していた。 
・一つの空間にたくさんの種類の植物があった。 
・夏野菜も、既に青い実をつけていた。 
・写真ではわからない細かいことがわかり、実感が持
てた。 
・一言で植物と言っても、つるつる、ホクホクなど、
いろいろあった。 
・教科書にない植物がたくさんあった。 
・どの草花も、自分の生きやすいところに生えて、堂々
としていた。 
・五感を使って臭いをかいだりすることで、似ている
植物の違いが分かった。 
・五感を使うことで多くの情報が得られ、言葉で表現
することで新たな発見があった。 
・見た目と手触り、においのギャップが面白い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自分自身に感じ
たこと
 
・普段まわりを見ていない。 
・知識をもっと増やしたい。 
・写真で見た植物を見つけた時の喜びが大きかった。 
・目線を変えるだけで、違った角度からいろいろな 
植物を見つけることができた。 
・わからない植物は調べて知識を増やすと理科を好き
になるのかなと思った。 
・見るだけより、触ったり食べたりすることでより興
味がわいた。 
・毎日過ごしているところにあるのに、なぜ気づかな
いのだろうと疑問だ。 
・１つの植物をじっくり観察することで、当たり前だ
と思っていたことが当たり前でなくなることもあ
る。 
実際に授業を行う場合を想定した考え
 
・知識を増やせばもっと理科が好きになる。 
・小学生に行うときは、今まで発見できなかったもの
を発見できるようにしてあげると、より興味を持っ
てくれるのではないかと感じた。 
・遠足に行けば、もっとたくさん見つけられそう。 
・自分が発見できなかったものでも、友達が発見して
くれた。 
・身近なものだからこと、ちょっとした気づきがある
ととても楽しい。 
・自分で見つけることが一番刺激になる。 
・雑草とひとくくりにしていたが、たくさんの種類が
あることに気が付いた。 
 
 
・実物を見せたり触らせたりすることは大切。 
・様々な環境の中で生きていくためにどのようなもの
を選んだのかを考えると面白い。 
・写真だけではなく、実物を触らせたりかがせたりす
る活動が大切。 
・実際に触れると印象に残りやすい。 
・すべての生物が一生懸命生きていることを感じて欲
しい。 
・発見したもの、気付いたことを発表すると、たくさ
んのことを知り、共有できる。 
・自分の見つけたものを自由に描くことで、意欲がわ
く。 
・心で感じたことを表現することも大切。 
・グループで名前や特徴を調べてみようというテーマ
を付け加えるといい。 
・体験を通して学べる授業をしたい。 
・個人の見方・考え方があり、教科書通りにはいかな
い。 
・子供たちのちょっとした発言や疑問に耳を傾け、実
物を見ながら確かめたり解決したりすることが大
切。 
・体で覚えるような授業をしたい。 
「横：2段抜き、縦：1ページ」本文４（２）②の文章の最後尾に挿入
木村（正本）安心・西　野　秀　昭・日　高　晃　昭
